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和歌山ビッグ愛
和歌山ビッグホエール

会場名：和歌山ビッグ愛　住所：和歌山市手平２丁目１－２

会場名：紀伊田辺シティプラザホテル　住所：田辺市東山1丁目５-３２海草支部

串本支部 田辺支部 日高支部

那賀支部 伊都支部 有田支部

新宮支部

和歌山市支部

第
６
回
紀州さんぽ数珠つなぎ

りとして二束を一輪車に乗せて運搬し大人で一日５０銭、

子供も一日２０銭もの当時では良い日当になったらしいで

す。

今では当時の桜も

老木化して数は

少なくなりました

が、新しい若木も

育ち、毎年寒い冬

を乗り越え春の日

高にかわいい花を咲かせ、私たちを楽しませてくれます。

日高支部　駒場敏男　中道哲也

̶̶̶ 「̶日高奥の煉瓦造りの名建築」̶ ̶̶̶

２０年ほど前までは桜の名所として多くの人たちが訪れた

高津尾発電所、元地主に会うことができ当時の写真を見

せていただき、お借りすることができました。

大正時代の工事ということでそのころの光景を自分なりに

思いつつ大正時代にタイムスリップしてお話を伺いました。

旧発電所の内部はコンクリートにより補強をしているようで

すが、外観は竣工当時のまま美しい赤レンガの建築で今で

も事務所として使用されています。

高津尾発電所は日高郡日高川町（旧中津村）に大正４年

（１９１５）に起工、大正７年４月に運転開始、赤レンガの発

電所は９１年もの長きにわたり電力の安定供給と共に旧中

津村のシンボル

として地域の住

民らに親しまれ

てきました。当時

は１００万円の

大工事であっ

たとのことです。

建物の設計はイギリス人技師よるものといわれており、赤レ

ンガもイギリスからの輸入品だそうです。赤レンガの搬入は、

輸入品のため神戸港から貨物船で御坊港に輸送して陸

揚げし、牛車で高津尾地区の資材集積所まで、集積所か

ら発電所間は地域住民や子供たちも手伝い一束を４個くく

平成20年度
一級/二級/木造建築士定期講習

会員の皆様へ　定期講習のご案内

3 月17日ビッグ愛にて開催され、165 名の参加がありました。
午前 9 時 30 分から午後 5 時 30 分まで法令から設計及び
工事監理にいたる内容までみっちり講義がなされ、最後の 1
時間に修了考査が行われました。法規の改正や建築士を取
り巻く環境が激変するなか、大変タイムリーな講義で今後の
業務に役立つと好評でした。3 年に 1 度の受講義務があり
ますので、早めに受講していただくことをおすすめします。今
後のスケジュールは次のとおりです。

総務委員長 中西重裕

平成21年度は以下の日程で開催を予定しております。
申込受付時期は6月上旬と9月上旬を予定しています。
建築士会・事務所協会主催の定期講習を受講しましょう。

講習日及び講習会場案内等

会場コード 講　習 日 講習会場名 担当団体 定　員

５Ｆ－０２

５Ｆ－０１

５Ｆ－０１

150名

200名

200名

7月18日（土）

７月22日（水）

10月3日（土）

紀伊田辺シティ
プラザホテル

和歌山ビッグ愛
（１階大ホール）

和歌山ビッグ愛
（１階大ホール）

（社）和歌山県建築士会
（社）和歌山県建築士事務所協会
（社）和歌山県建築士会
（社）和歌山県建築士事務所協会
（社）和歌山県建築士会
（社）和歌山県建築士事務所協会

講習日及び講習会場

講習会場案内図

※平成20年11月28日に施行された新建築士法により建築士
事務所に所属する建築士（管理建築士も含む）は3年ごとに
建築士定期講習を受けることが義務づけられています。

20年度「きのくに」の表紙は世界遺産の高野山をテーマに
掲載してきましたが、21年度4月号より同じく世界遺産である
熊野古道を掲載することになりました。この企画にあたって熊
野古道をテーマに写真展等でご活躍の大上敬史氏のご協
力をいただくことになりましたのでここでご紹介いたします。
いままで同様、記事とともに表紙写真をお楽しみいただけれ
ば幸いです。

菫 海草支部 増田耕造氏
すみれ

大上　敬史氏プロフィール

「きのくに」の表紙がかわりました

1958年 海南市生まれ
1981年 ミノルタロッコールフォトコンテスト年度賞受賞

23歳から熊野古道をテーマに写真を撮り始め、
これ以来歩き続ける。

1998年 和歌山ＮＴＴ紀伊会館で、熊野古道をテーマに
写真展「熊野鼓動」を開催

2003年 ミノルタフォトスペース新宿・大阪で熊野古道を
テーマに「すくくまの」写真展開催

現 在 和歌山県在住の写真家 椎崎義孝氏に師事
紀州をテーマに写真を撮り続けている。


